
（３）障害児保育の推進

　厚生労働省においては、障害のある児童の
保育所での受入れを促進するため、昭和49年
度より障害児保育事業において保育所に保育
士を加配する事業を実施してきた。
　当該事業については、事業開始より相当の
年数が経過し、保育所における障害のある児
童の受入れが全国的に広く実施されるように
なったため、平成15年度より一般財源化し、
平成19年度より地方交付税の算定対象を特別
児童扶養手当の対象児童から軽度の障害児に
広げる等の拡充をしている。
　また、平成27年度より施行した子ども・子
育て支援新制度においては、①障害のある児
童等の特別な支援が必要な子供を受け入れ、
地域関係機関との連携や、相談対応等を行う
場合に、地域の療育支援を補助する者を保育
所、幼稚園、認定こども園に配置、②新設さ
れた地域型保育事業について、障害のある児
童を受け入れた場合に特別な支援が必要な児
童２人に対し保育士１人の配置を行うことと
している。
　さらに、保育現場におけるリーダー的職員

を育成するため、平成29年度より開始する「保
育士等キャリアアップ研修」の研修分野に「障
害児保育」を盛り込み、障害児保育を担当す
る職員の専門性の向上を図ることとしている。
　このほか、障害のある児童を受け入れるに
当たりバリアフリーのための改修等を行う事
業を実施している。

（４） 放課後児童クラブにおける障害のある
児童の受入推進

　共働き家庭など留守家庭の小学生に対し
て、放課後等に適切な遊びや生活の場を与え
る放課後児童健全育成事業（放課後児童クラ
ブ）においては、療育手帳や身体障害者手帳
を所持する児童に限らず、これらの児童と同
等の障害を有していると認められる児童も含
めて可能な限り障害児の受入れに努めている
ところである。
　障害児の受入れを行っている放課後児童ク
ラブは、年々、着実に増加しており、平成28
年５月現在で、全23,619クラブのうち約55％
に当たる12,926クラブにおいて、33,058人を
受け入れている状況である。
　障害児を受け入れるに当たっては、個々の

■図表3-2-3　障害児保育の実施状況推移

注： 児童数は、特別児童扶養手当支給対象児童数
資料： 厚生労働省
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障害の程度等に応じた適切な対応が必要なこ
とから、障害児を１人以上受け入れている放
課後児童クラブに専門的知識等を有する職員
を配置するために必要な経費を補助している
ところである。
　加えて、平成27年度からは、消費税財源を
活用して、障害児５人以上の受入れを行う場
合について、更に１名の専門的知識等を有す
る職員を配置するために必要な経費の上乗せ
補助を行っており、放課後児童クラブの利用
を希望する障害児が放課後児童クラブを適切
に利用できるよう支援している。

（５）家庭への支援等

　教育の機会均等の趣旨及び特別支援学校等
への就学の特殊事情に鑑み、保護者の経済的
負担を軽減し、その就学を奨励するため、就
学のために必要な諸経費のうち、教科用図書
購入費、交通費、寄宿舎居住に伴う経費、修
学旅行費等について、保護者の経済的負担能
力に応じて、その全部又は一部を助成する特
別支援教育就学奨励費が保護者に支給されて
いる。

２．専門機関の機能の充実と多様化

（１） 特別支援学校における教育支援体制の
整備

ア　障害の重度・重複化への対応
　近年、特別支援学校に在籍する幼児児童生
徒の障害の重度・重複化が進んでおり、一層
きめ細かな対応が求められている。
　特別支援学校の学習指導要領等において
は、障害の重度・重複化等に応じた弾力的な
教育課程が編成できるよう、障害の状態によ
り特に必要がある場合には、各教科の目標及
び内容の一部を取り扱わないこととしたり、
自立活動を主として指導を行ったりすること
ができることなど、様々な配慮事項を規定し

ている。また、一人一人の障害の実態に応じ
た指導を充実するため、個々の児童生徒の実
態を的確に把握し、個別の指導計画や個別の
教育支援計画を作成することとしている。
　障害のため通学して教育を受けることが困
難な幼児児童生徒に対しては、教員を家庭、
児童福祉施設や医療機関等に派遣して教育
（訪問教育）を行っている。平成28年５月１
日現在、小学部1,294人、中学部742人、高等
部841人の児童生徒が、この訪問教育を受け
ている。
　さらに、医療技術の進歩等を背景に、日常
的にたんの吸引等の医療的ケアを必要とする
幼児児童生徒への対応が求められている。
　平成23年６月に公布された「介護サービス
の基盤強化のための介護保険法等の一部を改
正する法律」による社会福祉士及び介護福祉
士法の一部改正により、平成24年４月から一
定の研修を受けた介護職員等は一定の条件の
下にたんの吸引等の医療的ケアができるよう
になったことを受け、特別支援学校等の教員
等についても、制度上実施することが可能と
なった。
　これに関して、文部科学省としては、特別
支援学校等において安全かつ適切な医療的ケ
アを提供するために必要な検討を行うため、
平成23年10月より「特別支援学校等における
医療的ケアの実施に関する検討会議」を開催
し、特別支援学校等において医療的ケアを必
要とする児童生徒等の健康と安全を確保する
に当たり留意すべき点等について整理を行
い、都道府県・指定都市教育委員会等に通知し
た（参照：http://www.mext.go.jp/b_menu/
hakusho/nc/1314510.htm）。
　現在、医療的ケアを必要とする幼児児童生
徒が特別支援学校に8,116人、小・中学校に
766人在籍しており、文部科学省では、特別
支援学校や小・中学校における医療的ケアを
必要とする児童生徒の教育の充実を図るた
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め、看護師の配置に必要な経費の一部を補助
している。

イ　特別支援学校の教科書
　特別支援学校の児童生徒にとっては、その
障害の状態等によっては、一般に使用されて
いる検定教科書が必ずしも適切ではない場合
があり、特別な配慮の下に作成された教科書
が必要となる。このため、文部科学省では、
従来から、文部科学省著作の教科書として、
視覚障害者用の点字版の教科書、聴覚障害者
用の国語（小学部は言語指導、中学部は言語）
及び音楽の教科書、知的障害者用の国語、算
数（数学）及び音楽の教科書を作成している。
　なお、特別支援学校及び特別支援学級にお
いては、検定教科書又は文部科学省著作の教
科書以外の図書（いわゆる「一般図書」）を
教科書として使用することができる。

ウ　私学助成
　私立の特別支援学校、特別支援学級を置く
小・中学校及び障害のある幼児が就園してい

る幼稚園の果たす役割の重要性から、これら
の学校の教育条件の維持向上及び保護者の経
済的負担の軽減を図るため、「私立学校振興
助成法」（昭和50年法律第61号）に基づき、
国は経常的経費の一部の補助等を行っている。

（２）療育体制の整備

ア　福祉施設における療育機能の強化
　障害のある児童に対しては、できるだけ早
期に必要な治療と指導訓練を行うことによっ
て、障害の軽減や基本的な生活能力の向上を
図り、将来の社会参加へとつなげていく必要
がある。このため、健康診査等により障害の
早期発見を図るとともに、適切な療育を実施
する体制の整備を図っている。
　また、「障がい者制度改革推進本部等にお
ける検討を踏まえて障害保健福祉施策を見直
すまでの間において障害者等の地域生活を支
援するための関係法律の整備に関する法律」
（平成22年法律第71号）の公布に伴う児童福
祉法の一部改正等により、障害児支援につい
ては、身近な地域で支援を受けられるように

■図表3-2-4　障害児通所支援・障害児入所支援の体系

資料： 厚生労働省

支援 支援の内容

障
害
児
通
所
支
援

児童発達支援 日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生活への適応
訓練、その他の必要な支援を行うもの

医療型児童発達支援 日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生活への適応
訓練、その他の必要な支援及び治療を行うもの

放課後等デイサービス 授業の終了後又は学校の休業日に、生活能力の向上のために必要な訓練、社
会との交流の促進その他の必要な支援を行うもの

保育所等訪問支援 保育所等を訪問し、障害のある児童に対して、集団生活への適応のための専
門的な支援その他の必要な支援を行うもの

障
害
児
入
所
支
援

福祉型障害児入所施設 施設に入所する障害のある児童に対して、保護、日常生活の指導及び独立自
活に必要な知識技能の付与を行うもの

医療型障害児入所施設 施設に入所する障害のある児童に対して、保護、日常生活の指導、独立自活
に必要な知識技能の付与及び治療を行うもの
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する等のため、平成24年４月から知的障害児
施設等の障害種別に分かれていた施設体系に
ついて、通所による支援を「障害児通所支援」
に、入所による支援を「障害児入所支援」に
それぞれ一元化し、障害児支援の強化を図っ
ている。
　さらに、学齢期における支援の充実を図る
ために「放課後等デイサービス」を、保育所
等に通う障害児に対して、集団生活への適応
を支援するために「保育所等訪問支援」を創
設した。
　また、在宅で生活する重症心身障害児（者）
に対し、適切なリハビリテーションや療育を
提供し、日中の活動の場を確保するため、「重
症心身障害児（者）通園事業」を実施してき
たが、児童福祉法の一部改正により、従来、
予算事業で実施していた重症心身障害児（者）
通園事業については、平成24年度から法定化
され、安定的な財源措置が講じられることと
なった。

イ　地域における療育体制の整備
　地域で生活する障害のある児童の療育とし
て、児童福祉法に基づく障害児通所支援事業
所において指導訓練等が行われている。
　また、児童相談所等における相談支援等の
施策により、障害のある児童とその家族への
支援を行っている。
　平成18年４月からは、障害のある児童に対
する居宅介護や短期入所などの在宅施策が
「障害者自立支援法」（平成25年４月から「障
害者総合支援法」）の障害福祉サービスに位
置づけられ、財政的な基盤強化が図られてい
る。
　平成26年７月には、「障害児支援の在り方
に関する検討会」により報告書が取りまとめ
られ、①地域における「縦横連携」を進める
ための体制づくり、②「縦横連携」によるラ
イフステージごとの個別の支援の充実、③特

別に配慮された支援が必要な障害児のための
医療・福祉の連携、④家族支援の充実、⑤個々
のサービスの質のさらなる確保が提言され
た。これらを踏まえ、地域の中核となる児童
発達支援センターの地域支援機能を強化する
とともに、平成27年度障害福祉サービス等報
酬改定において関係機関連携加算の創設等の
対応を行っている。
　平成27年４月には、放課後等デイサービス
について、支援の提供や事業運営に当たって
の基本的事項を定めた「放課後等デイサービ
スガイドライン」を発出し、放課後等デイサー
ビスの支援の質の向上を図っている。これら
により、障害のある児童が、できるだけ身近
な場所で適切な療育を受けられる体制の整備
を図っている。

３．指導体制の整備と研究の推進

（１）学級編制及び教職員定数

　公立の特別支援学校及び小・中学校の特別
支援学級においては、障害の状態や能力・適
性等が多様な児童生徒が在籍し、一人一人に
応じた指導や配慮が特に必要であるため、「公
立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数
の標準に関する法律」（昭和33年法律第116号）
（以下「義務標準法」という。）に基づき、
学級編制や教職員定数について特別の配慮が
なされている。
①　学級編制
　１学級の児童生徒数の標準については、数
次の改善を経て、現在、公立特別支援学校で
は、小・中学部６人、高等部８人（いわゆる
重複障害学級にあってはいずれも３人）、公
立小・中学校の特別支援学級では８人となっ
ている。
②　教職員定数
　公立の特別支援学校における児童生徒数が
増加していることや障害が重度・重複化して
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いることに鑑み、大規模校における教頭ある
いは養護教諭等の複数配置や、教育相談担当・
生徒指導担当・進路指導担当及び自立活動担
当教員の配置が可能な定数措置を講じている。
　平成23年４月の義務標準法の一部改正で
は、通常の学級に在籍する障害のある児童生
徒を対象とした通級による指導の充実など特
別支援教育に関する加配事由が拡大された。
　また、平成29年３月の義務標準法の一部改
正により、平成29年度から公立小・中学校に
おけるいわゆる通級指導など特別な指導への
対応のため、10年間で対象児童生徒数に応じ
た定数措置（基礎定数化）を行うこととして
いる。この他、特別支援学校のセンター的機
能強化のための教員配置など、特別支援教育
の充実に対応するための加配定数の措置を講
じている。

（２）教職員の専門性の確保

　特別支援教育担当教員の養成は、現在、主
として大学の特別支援教育関係の課程等にお
いて行われている。また、幼稚園、小学校・
中学校及び高等学校の教員養成においても、
教職に関する科目において、「障害のある幼
児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過
程」について取り扱うこととしているほか、
特別支援教育について学ぶ科目を開設してい
る大学もある。
　また、研修を通じた資質向上を図るため、
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所に
おいては、特別支援教育関係の教職員等に対
する研修を行っているほか、独立行政法人教
職員支援機構（平成29年４月に「独立行政法
人教員研修センター」から名称変更）におい
ても、各地域で中核となって活躍する管理職
を育成する学校経営研修において、特別支援
教育に関する内容を盛り込んでいる。さらに、
都道府県等教育委員会においては、小学校等
の教諭等の初任者研修や10年経験者研修にお

いても、特別支援教育に関する内容を盛り込
んでいる。この他、放送大学において、現職
教員を主な対象とした特別支援学校教諭免許
状取得のための科目が開講されている。
　また、教員免許更新制における免許状更新
講習においても、必修領域の事項の一つであ
る「子どもの発達に関する脳科学、心理学等
における最新の知見（特別支援教育に関する
ものを含む。）」の中で特別支援教育に関する
内容を扱うことが規定されている。

（３）免許制度の改善

　平成19年度より、従来、盲学校・聾学校・
養護学校ごとに分けられていた教諭の免許状
が、特別支援学校の教諭の免許状に一本化さ
れている。同時に、特別支援学校教諭免許状
の取得のためには、様々な障害についての基
礎的な知識・理解と同時に、特定の障害につ
いての専門性を確保することとなっている。
また、大学などにおける特別支援教育に関す
る科目の修得状況などに応じ、教授可能な障
害の種別（例えば「視覚障害者に関する教育」
の領域など）を定めて授与することとしてい
る。
　ただし、特別支援学校教諭免許状について
は、教育職員免許法（昭和24年法律第147号）
上、当分の間、幼・小・中・高等学校の免許
状のみで特別支援学校の教員となることが可
能とされているが、専門性確保の観点から保
有率を向上させることが必要である。
　特別支援学校の教員の特別支援学校教諭等
免許状の保有率は、全体で75.8％（平成28年
５月１日現在）であり、全体として前年度と
比べ1.5ポイント増加しているが、特別支援
教育に関する教員の専門性の向上が一層求め
られている中で、専門の免許状等の保有率の
向上は喫緊の課題となっている。このため、
各都道府県教育委員会等において教員の採
用、配置、現職教員の特別支援学校教諭免許
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状取得等の措置を総合的に講じていくことが
必要である。

（４）特別支援教育の関係機関等

ア　 独立行政法人国立特別支援教育総合研究
所

　国立特別支援教育総合研究所は、我が国に
おける特別支援教育のナショナルセンターと
して、国の政策課題や教育現場等の喫緊の課
題等に対応した研究活動を核として、各都道
府県等において指導的立場に立つ教職員等を
対象に、「特別支援教育専門研修」や「イン
クルーシブ教育システムの充実に関わる指導
者研究協議会」を実施しているほか、インター
ネットを通じて、通常の学級の教員を含め障
害のある児童生徒等の教育に携わる幅広い教
員の資質向上の取組を支援するための研修講
義の配信や特別支援学校教員の免許状保有率
の向上に資する免許法認定通信教育を実施し
ている。また、全ての学校をはじめとする関
係者に必要かつ有益な情報を提供するため、
インターネットを活用し、発達障害に関する
情報提供等を行う「発達障害教育情報セン
ター」、合理的配慮の実践事例の掲載等を行
う｢インクルーシブ教育システム構築支援
データベース｣及び支援機器等教材活用に関
する様々な情報を集約した｢特別支援教育教
材ポータルサイト｣などにより情報発信を
行っている。さらに、東京都内で「研究所セ
ミナー」を開催しているほか、「教材・支援
機器等展示会」を地域で開催するなど各地域
で理解啓発活動も行っている。
　このほか、平成28年度に「インクルーシブ
教育システム推進センター」を設置し、地域
や学校が直面する課題を研究テーマとし、そ
の解決を目指す「地域実践研究」、諸外国の
最新情報の発信やインクルーシブ教育システ
ムの構築に関する相談支援等を通して、地域
や学校における取組を強力にバックアップし

ている（参照：http://www.nise.go.jp）。

イ　特別支援教育センター
　都道府県の特別支援教育センターにおい
て、当該都道府県における特別支援教育関係
職員の研修、障害のある子供に係る教育相談、
特別支援教育に係る研究・調査等が行われて
いる。
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　独立行政法人国立特別支援教育総合研究所では、平成26、27年度において「障害のある
児童生徒のためのICT活用に関する総合的な研究－学習上の支援機器等教材の活用事例の
収集と整理－」を実施し、実践事例の整理・検討を行った。

特別支援学校や通常の学級における活用事例（一部抜粋）

〇タブレットPCの「筆順辞典」アプリを活用した事例(視覚障害)
　弱視児童がタブレットPCの拡大機能と「筆順辞典」アプリを用いて漢字の書き取りを行った。
弱視の児童生徒は、漢字の細部を見分けることが困難であるために、拡大機能を用いて線の突
き抜けの有無、線のつながりの有無等を確かめながら、筆順に注目して漢字を書いている（図１）。
〇携帯情報端末を活用した意思の伝達に関する学習(知的障害)
　自分の考えや要求を言葉で伝えることが難しいという課題のある児童生徒に対して、携
帯情報端末に直接、平仮名を入力して音声出力する学習を行うことにより、自分の食べた
いものやしたいことを伝えられるようになった。家庭との連携により、さらに使える場面
や語彙の数も増やしていくことに取り組んでいる（図２）。
〇読むことが苦手な子供に対するペン型音声再生機を使った教科書の読み上げ（通常の学級）
　初出の漢字や慣れない言い回しなど「読むこと」が苦手な子供に対して、読みの難しい
箇所にペン型音声再生機で触れることで、文章の内容を音声で読み上げる。読み方を学習
するとともに、内容の理解にもつながる（図３）。

特別支援教育におけるICTの活用事例について
（「障害のある児童生徒のためのICT活用に関する総合的な研究-学習上の支援機器
等教材の活用事例の収集と整理-」におけるICT活用に関するアンケート調査より）

図１ 図２ 図３

○特別支援教育でICTを活用しよう（パンフレット）
　http://www.nise.go.jp/cms/resources/content/12589/20161205-143141.pdf
○障害のある児童生徒のためのICT活用に関する総合的な研究（研究成果報告書）
　http://www.nise.go.jp/cms/7,12446,32,142.html

特別支援学校や通常の学級における活用事例（一部抜粋）
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４．社会的及び職業的自立の促進

（１） 特別支援学校と関係機関等の連携・協
力による就労支援

　障害のある人が、生涯にわたって自立し社
会参加していくためには、企業等への就労を
支援し、職業的な自立を果たすことが重要で
ある。しかしながら、近年、特別支援学校高
等部卒業者の進路を見ると、福祉施設等入所
者の割合が約63％に達する一方で、就職者の
割合は約29％となっており、職業自立を図る
上で厳しい状況が続いている。
　障害者の就労を促進するためには、教育、
福祉、医療、労働などの関係機関が一体となっ
た施策を講じる必要がある。
　このため、文部科学省では、厚生労働省と
連携し、各都道府県教育委員会等に対し、就
労支援セミナーや障害者職場実習推進事業等
の労働関係機関等における種々の施策を積極
的に活用することや、福祉関係機関と連携の
下で就労への円滑な移行を図ることなど障害
のある生徒の就労を支援するための取組の充
実を促している。
　また、特別支援学校高等部や高等学校等に
おいて、労働等の関係機関と連携し障害のあ
る生徒の就労支援を行う就労支援コーディ
ネーターの配置など福祉や労働等の関係機関
と連携しながらキャリア教育・就労支援を充
実するための研究に取り組んでいる。

（２）高等教育等への修学の支援

　障害のある人が障害を理由に高等教育への
進学を断念することがないよう、修学機会を
確保することが重要である。このため、文部
科学省では、出願資格について、必要に応じ
て改善することや、合理的配慮を行い、障害
のない学生と公平に試験を受けられるように
配慮することなど、適切な対応を求めている。

 平成28年度には「障害のある学生の修学支
援に関する検討会」を開催し、障害者差別解
消法の施行を踏まえた高等教育段階における
障害のある学生の修学支援の在り方について
検討を行い、その結果を「第二次まとめ」と
して取りまとめ、関係者の理解促進や取組の
充実を促している。
　大学入試センター試験や各大学の個別試験
において、点字・拡大文字による出題、筆跡
を触って確認できるレーズライター（ビニー
ル製の作図用紙の表面にボールペンで描いた
図形や文字がそのままの形で浮き上がるた
め、描きながら解答者が筆跡を触って確認で
きる器具）による解答、文字解答・チェック
解答（専用の解答用紙に選択肢の数字等を記
入・チェックする解答方式）、試験時間の延長、
代筆解答の受験上の配慮を実施している。ま
た、平成28年度大学入試センター試験（平成
28年１月実施）から、障害のある入学志願者
によりきめ細やかに配慮する観点から、拡大
文字問題冊子について、14ポイント版に加え、
22ポイント版も作成している。
　学校施設については、障害のある人の円滑
な利用に配慮するため、従来よりスロープ、
エレベーター、手すり、障害者用トイレ等の
整備を進めるとともに、支障なく学生生活を
送れるよう、各大学等において授業支援等の
教育上の配慮が行われている。
　聴覚障害のある人及び視覚障害のある人の
ための高等教育機関である筑波技術大学は、
障害を補償した教育を通じて、①幅広い教養
と専門的な職業能力を合わせもつ専門職業
人、率先して社会に貢献できる人材の育成、
②障害教育カリキュラム及び障害補償システ
ムの開発研究等を行っている。
　テレビ・ラジオ放送等のメディアを効果的
に活用して、遠隔教育を行っている放送大学
では、自宅で授業を受けることができ、障害
のある人を含め広く大学教育を受ける機会を
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国民に提供しており、障害のある学生に対し
ては、放送授業の字幕放送化の推進や単位認

定試験における点字出題や音声出題、試験時
間の延長等を行っている。

　独立行政法人日本学生支援機構では、全国の大学、短期大学及び高等専門学校を対象に、障害のある
学生（以下「障害学生」という）の修学支援に関する実態調査を実施している。
　平成28年５月１日現在における障害学生数は27,257人（全学生数の0.86％）、障害学生在籍学校数は
898校（全学校数1,171校の76.7％）で、障害学生数は5,536人増（前回在籍率から0.18ポイント増）、障害
学生在籍学校数は18校増（前回構成比から2.2ポイント増）となった。
　障害学生数は増加し続けている。「障害者差別解消法」施行（平成28年４月）後、各大学等において、
障害学生支援体制の整備や取組が進み、さらに学内連携が整ったことにより、障害学生の把握が一層進
んだことが推測される。
※障害学生…… 身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳及び療育手帳を有している学生又は健康診断

等において障害があることが明らかになった学生。
調査概要及び回収状況
⑴目　　的： 障害学生の今後の修学支援に関する方策を検討する上で、全国の大学、短期大学及び高等

専門学校における障害学生の状況及びその支援状況について把握し、障害学生の修学支援
の充実に資する。

⑵対　　象： 大学（大学院、大学院大学及び専攻科を含む。）、短期大学（大学内に短期大学部を有してい
る場合を含む。専攻科を含む。）及び高等専門学校（専攻科を含む。）

⑶調査方法：悉皆調査
　　　　　　 各学校が日本学生支援機構のウェブサイトより調査票をダウンロード。回答を記入後、メー

ル添付にて提出。
⑷調査期日：平成28年５月１日現在
⑸回収状況：全学校数1,171校（前年度1,182校）（回収率100％）

「平成28年度（2016年度）大学、短期大学及び高等専門学校における
障害のある学生の修学支援に関する実態調査」結果の概要について

資料：独立行政法人日本学生支援機構

進学
428人
11.6％

進学・就職
以外の者
583人
15.8％

死亡・不詳の者
372人
10.1％

就職者
1,953人
52.9％

臨床研修医
（予定者を含む）
23人　0.6％

専修学校・
外国の学校・
教育訓練機関等
90人　2.4％

社会福祉施設・
医療機関入所者
73人　2.0％

一時的な職に
就いた者

168人　4.6％

21人以上
336校
  28.7％

11～20人
138校
11.8％

6～10人
120校
10.2％

2～5人
205校
17.5％

1人
99校
8.5％

0人
273校
23.3％視覚障害

790人
2.9％

その他の障害
1,186人
4.4％

精神障害
6,775人
24.9％

聴覚・
言語障害
1,917人
7.0％

肢体
不自由
2,659人
9.8％

病弱・虚弱
9,387人
34.4％

重複
393人  1.4％

発達障害
（診断書有）
　4,150人
　15.2％

平成27年度
卒業障害学生
3,690人
進路状況

障害学生
在籍学校数

（障害学生在籍者数別）
全学校数　1,171校
障害学生１人以上在籍

898校

障害学生数
（障害種別）
全障害学生数
27,257人
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（３）地域における学習機会の提供

　障害のある子供の学校外活動や学校教育終
了後における活動等を支援するためには、地
域における学習機会の確保・充実を図るとと
もに、障害のある人が地域の人々と共に、地
域における学習活動に参加しやすいように配
慮を行う必要がある。
　文部科学省では、公民館や図書館、博物館
といった社会教育施設について、それぞれの
施設に関する望ましい基準を定めるなど、障
害の有無にかかわらず、全ての人々にとって
利用しやすい施設となるよう促している。

（４）生涯を通じた学びの支援

　誰もが活躍できる全員参加型社会を実現す
るには、障害者がそのすべてのライフステー
ジにおいて豊かで充実した生活を送れるよう
にすることが必要である。
　文部科学省では、全省をあげて障害者施策
の企画立案を進めていくため「特別支援総合
プロジェクト特命チーム」を設置し、今後、
障害者の生涯を通じた多様な学習活動の充実
に向けて、関係部局と連携した進学・就職を
含む切れ目ない支援体制の整備、障害のある
子供の自立や社会参加に向けた主体的な取組
を支援する特別支援教育、障害者スポーツや
障害者の文化芸術活動の振興等の施策を横断
的かつ総合的に推進していくこととしている。

５．施設のバリアフリー化の促進

　学校施設の整備については、障害のある幼
児児童生徒が支障なく学校生活を送るために
障害の種類や程度に応じたきめ細かな配慮を
行うよう、文部科学省では、学校種ごとの学
校施設整備指針において、施設の計画・設計
上の留意点を示している。このほか、学校施
設のバリアフリー化に関する基本的な考え方
や計画・設計上の留意点を示した「学校施設

バリアフリー化推進指針」を策定するととも
に、具体的な取組を事例集として取りまとめ
ている。また、報告書「災害に強い学校施設
の在り方について～津波対策及び避難所とし
ての防災機能の強化～」では、災害時に避難所
となる学校施設におけるバリアフリー化の必
要性について示している。これらの指針や事
例集等は、地方公共団体等に配布するととも
に、研修会等を通じて普及啓発に努めている。
　さらに、公立学校施設におけるバリアフリー
化の取組に対する支援の一つとして、エレベー
ターやスロープなどのバリアフリー化に関す
る施設整備について国庫補助を行っている。
　また、私立の特別支援学校並びに小・中学
校の特別支援学級において、障害に適応した
教育を実施する上で必要とする設備の整備を
学校法人が行う場合に、国がその一部を補助
している。補助対象となる設備には、立体コ
ピー設備、FM等補聴設備、VOCA（音声表
出コミュニケーション支援装置）、携帯用防
犯ベル、スクールバスなどがある。

身体運動に関わる活動を行う自立活動室の整備事例

学校施設のバリアフリー化の事例（スロープの設置）
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